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研究成果の概要（和文）：質的研究方法は、医療を受ける人や携わる人の経験を当事者の言葉を生かして説明す
ることができる可能性を持つ。統計を用いた量的な研究と比べると経験者が少なく、論文を出版する際に査読が
できる査読者や、この方法を理解している編集委員も少ない。よい論文を出版することができるためには、論文
の出版に携わる人たちへのガイドラインの提供が必要である。本研究は海外での調査、研修や国内でのセミナー
開催を通じてこの課題に取り組んだ。多くの査読委員、編集委員が研修に参加し、知識を共有することができ
た。

研究成果の概要（英文）：Qualitative Research Method has the potential to describe patient’s or 
staff’s substantial experiences. Compare with quantitative method, scholars who can review the 
qualitative papers are few. Editors and Chief Editors also have limited experiences to review 
Qualitative papers. So we have tried to make guidelines to publish qualitative papers through 
seminars, interviews and training abroad. Many of editors and reviewers attended our seminar and 
could share knowledge.  

研究分野：看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
優れた質的研究論文が発表されることにより、患者や医療関係者の体験の理解が深化することが期待される。論
文を誌上（オンラインを含む）発表することは、広く知識を共有することにつながる。看護の基礎教育や卒後教
育にも研究成果が反映されることは、看護学の発展につながり、看護ケアの向上にもつながる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
質的研究方法を用いた看護学の研究論文は増加しており、結果の共有や統合のために、誌上
発表の促進が望まれる。しかし、質的研究論文を査読できる査読者は少なく、査読のポイント
や査読コメントの書き方、著者とのコミュニケーションも複雑で長期に渡ることが多い。しか
し、わが国には質的研究の査読に関する教育や詳細なガイドラインが存在しない。査読者は、
論文を投稿する研究者でもあり、査読者養成は誌上発表される質的研究論文の質の向上に重要
な役割を果たすと考えられた。 
２．研究の目的 
本研究では、①EQUATOR（Enhancing the QUAlity and Transparency Of health 

Research)ネットワーク上にある質的研究方法を用いた研究論文の査読に関連するガイドライ
ンを詳細に検討し、翻訳すること、②海外の学術雑誌における質的研究方法を用いた論文の査
読ガイドライン、査読者への教育活動の実態をガイドラインの著者や学術誌編集委員長へのヒ
アリング調査を通じて明らかにする。さらに③我が国における質的研究方法を用いた研究論文
査読プロセスの実態について、査読を受けた著者および査読にあたった査読者を通じて記述す
る。さらに①～③を統合し、④質的研究論文の標準査読ガイドラインを作成し、公開する。最
終的に、我が国の看護系学会誌や大学紀要等の編集活動に活用できる形で査読ガイドラインと
査読者教育プログラム開発までを目的とする。 
３．研究の方法 
研究は下記①～③を実施、④に統合した。 
① EQUATORネットワークの年次総会に出席し、質的研究方法に関する査読に関連するプ
ログラムを調査する。プログラムの企画者・参加者に適宜ヒアリングを行い、ガイドラ
インが開発された背景についても調査する。編集委員長（Chief Editor）に研究への参加
を依頼し、質的研究論文に関する投稿規定、査読ガイドライン、査読者への教育および
査読者に対する著者とのコミュニケーションをどのように教育しているかについて資料
の提供とインタビュー調査を行い、質的研究方法を用いた看護学の研究論文に対する査
読に関する査読者への説明と教育の実態を明らかにする。 
② ガイドラインの項目や前年度までの教育プログラム視察をもとに、査読者教育プログラ
ムの内容を検討し、査読コメントの書き方、著者とのコミュニケーションの方法や留意
点を具体的に学習できるプログラムを考案する。 
③ 作成した査読ガイドラインと査読者教育プログラムの内容を、セミナーを開催して公表
する。セミナーは、インタビュー調査に協力を得た海外の研究者や編集委員長を招へい
し、事例に基づきながら我が国の査読者教育をどのように整備してきたかを学び、我が
国における実施の方法について検討する国際シンポジウムと、国内の各領域の学会誌編
集委員長を招いて今後の査読者教育を考えるための国内シンポジウムの２種類とする。
国際シンポジウムでは、分担研究者である木下が編集委員を務める、社会学領域の雑誌
編集者等も招へいし、近接する学問領域の実態を含めて議論を深める。 
セミナー開催は看護系大学院に広報し、各領域の学会、学会誌の編集委員、査読委員、
大学教員、院生の出席を呼びかける。セミナー参加者から、同意を得てガイドラインの
各項目への意見をアンケート法で収集し、結果を分析する。この結果を反映させて、ガ
イドラインを修正・検討する。 

④  以上のプロセスを経て作成した査読ガイドライン、査読者養成プログラムを誌上でも 
公表する。 

４．研究成果 
 ①2017 年度には英国・ロンドンで行われた、看護系雑誌の編集委員・委員長の組織である
INANE(International Academy of Nursing Editors)の年次総会に出席した。質的研究や論文
執筆に関するワークショップ、発表に参加し、英語圏の雑誌編集委員と我が国の現状との共通
点、相違点を考察した。Dr.Colleen Doyleをオーストラリアより招聘し、査読の経験、トレー
ニングの必要性に関するインタビューを行うとともに、大学教職員を対象とした査読セミナー
を実施して問題意識の共有を図った。2018 年度には、ボストンで開催された Internationa 
Academy for Nursing Editors(INANE)の年次総会に参加し、創始者である Peggy Chinn博士
と面会した。 
博士からは、米国で査読者、編集委員、編集委員長のトレーニングをどのように始めたか、ト
レーニングプログラムの概要と必要性などをインタビューした。日本における査読、編集委員、
編集委員長の活動の実情を伝え、今後のトレーニングにおける米国との連携の重要性について
合意した。INANEでは、3日間にわたってレベルに応じたワークショップが開催されており、
これらにも参加した。特に International Author（英語を母国語としない著者）への対応や、
査読コメントについては米国の編集委員から質問があり、研究者としての考え方を伝えること
ができた。 
 ②査読者の養成と査読ガイドラインに焦点をあてて Research in Nursing & Health誌の編
集長である Dr.Judith Gedney Baggs へのインタビューを米国 Oregon Health & Science 
Universityにおいて実施した。また、日本国内で看護系雑誌の編集委員長５名に対する質的研
究論文の査読に関する困難の経験と、必要な対処に関するインタビューを実施した。それぞれ
のインタビューデータは逐語録を作成し、質的に分析した。 



 研究会議を開催してこれらのデータを統合し、次年度以降の追加インタビューの必要性と国
内でのセミナー開催について検討した。また、セミナーで提示すべき質的研究論文の査読ガイ
ドラインの項目を検討した。このガイドラインは、萱間（2009)質的研究方法を用いた看護学
の学位論文評価基準を査読ガイドラインとして表現を整えたものである。 
③2017年度には査読者トレーニングのためのセミナーを開催し、グループワークの際に査読者
の困難について当事者のナラティブを得た。さらに 2018 年度には、作成した査読ガイドライ
ンを公表し、今後の課題を明確にするためのセミナーを開催した。セミナーには、社会福祉分
野の学会誌でキーワードによる査読者のマッチングシステムを開発した Ian Shaw博士と、看
護教育の雑誌を創刊し、質的研究方法の独自性と研究目的との適合に注目して査読者教育を実
施してきた Chris Tanner博士を招聘した。セミナーでは、編集委員長、編集委員の役割にも
注目して議論し、常に最新の知識をアップデートしつつ、継続性をもって査読者教育プログラ
ムを発展させることの必要性が議論された。こうしたシステムはわが国には存在せず、看護学
領域で査読者や編集委員として活動している人たちが集まったセミナーでは、どのようにして
こうしたシステムを作っていけばよいかについて活発な議論が交わされた。 
④ このセミナーの内容および査読ガイドラインは下記の論文として掲載された。 
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